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５
月
27
日
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
に

於
い
て
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
支
援
を
す
す
め　

連
帯
・

協
同
で　

安
心･

共
生
の
福
祉
社

会
を
つ
く
ろ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
第
55
回
定
期
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

総
会
は
冒
頭
、
開
会
挨
拶
の
中

で
、
西
村
副
会
長
か
ら
３
月
11
日

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お

け
る
犠
牲
者
へ
の
黙
祷
が
提
起
さ

れ
、
出
席
者
全
員
で
心
か
ら
の
哀

悼
の
意
が
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
議
長
に
連
合
京
都
・
岡

本
哲
也
副
事
務
局
長
を
選
出
、
来

賓
に
は
京
都
府
よ
り
吉
岡
正
和
労

働
委
員
会
事
務
局
次
長
、
京
都
市

よ
り
石
田
信
幸
文
化
市
民
局
勤
労

福
祉
青
少
年
担
当
部
長
に
ご
臨
席

頂
き
、
知
事
・
市
長
の
祝
辞
を
頂

き
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
細

田
一
三
会
長
よ
り
、
東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
被
災

者
へ
の
哀
悼
と
お
見
舞
い

の
後
、「
今
回
の
大
震
災

は
甚
大
か
つ
広
範
囲
で
日

本
の
存
亡
に
係
わ
る
大
災

害
で
あ
る
が
、
い
ま
、
復

興
・
再
生
へ
の
熱
い
思
い

が
国
中
に
充
ち
溢
れ
て
い

る
。
そ
の
中
で
政
治
の
役

割
は
大
き
く
、
今
は
足
の

引
っ
張
り
合
い
を
す
る
の

で
な
く
、
与
野
党
を
越
え

て
被
災
者
支
援
・
原
発
事

故
対
策
、
復
旧･

復
興
に

邁
進
す
る
こ
と
を
願
う
。
今
日
ま

で
の
構
成
組
織
の
取
り
組
み
に
敬

意
を
表
し
、
労
福
協
へ
集
う
全
員

の
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
働
く
環
境
は
日

本
だ
け
で
な
く
世
界
中
で
影
響
が

出
て
お
り
国
内
雇
用
の
空
洞
化
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
企
業
は
社
会
的

責
任
を
果
た
し
被
災
地
の
復
興
や

雇
用
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

私
た
ち
労
福
協
も
社
会
不
安
を
少

し
で
も
取
り
除
く
た
め
に
、
一
昨

年
起
ち
上
げ
た
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
職
場
・
地

域
・
家
庭
に
存
在
す
る
諸
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
む
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
議
案
審
議
に
入
り
、

２
０
１
０
年
度
活
動
・
会
計
・
会
計

監
査
報
告
を
満
場
一
致
で
承
認
の

後
、
２
０
１
１
年
度
活
動
方
針
・
予

算
案
が
提
案
さ
れ
決
定
し
ま
し
た
。

　

役
員
に
つ
い
て
は
今
期
は
中
間

年
の
た
め
、
一
部
交
替
に
よ
る
補

充
を
行
い
、
続
い
て
功
労
者
表
彰

の
後
、
胡
子
理
事
よ
り
総
会
宣
言

が
提
案
さ
れ
終
了
し
ま
し
た
。
新

役
員
体
制
は
次
の
通
り
で
す
。

　

会　
　

長　

細
田　

一
三

　

副 

会 

長　

西
村　

英
二

　

副 

会 

長　

梶
川　
　

憲

　

副 

会 

長　

大
川　
　

肇

　

副 

会 

長　

岩
崎　

芳
久

新
任
（
事
業
団
体
・
労
働
金
庫
）

　

事
務
局
長　

稲
葉　

伸
二

　

理　
　

事　

岸
本　
　

満

　

理　
　

事　

松
田　

國
広

　

理　
　

事　

胡
子　

信
夫

　

理　
　

事　

木
村　

義
弘

　

理　
　

事　

山
村　
　

隆

　

理　
　

事　

辻　
　

昌
秀

　

理　
　

事　

藤
本　

雅
英

　

理　
　

事　

田
中　

行
夫

　

理　
　

事　

上
田　

德
男

　

理　
　

事　

大
西　

芳
秀

　

理　
　

事　

高
瀬　

直
樹

　
　

新
任
（
連
合
京
都
・
化
学
総
連
）

　

理　
　

事　

坂
本　
　

茂

　
　

新
任
（
事
業
団
体
・
府
生
協
連
）

　

会
計
監
査　

岡
本　

義
則

　

会
計
監
査　

山
縣　

哲
也

　

会
計
監
査　

清
瀬　

潤
三

　

今
号
か
ら
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
に

し
ま
し
た
。

　

見
や
す
い
紙
面
作
り
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
事
務
局
へ
お
寄
せ
下

さ
い
。

京
都
労
福
協 

第
55
回 

定
期
総
会
開
催

労
働
者
の
福
祉
要
求
の
実
現
を
つ
う
じ
て
、
労
働
者
、
家
族
の
生
活
の
向
上
と

安
定
を
は
か
り
、
真
に
、
平
和
で
豊
か
な
く
ら
し
を
保
障
す
る
社
会
を
創
る
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６
月
９
日
～
10
日
、
東
京
「
新
宿

ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
」
に
於
い
て
、

２
０
１
１
年
度
の
全
国
研
究
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
仙
台
市
で
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
震

災
の
た
め
急
遽
東
京
で
の
開
催
と
な
っ

た
も
の
で
す
。開
催
テ
ー
マ
も
、「
復
興
・

再
生
に
向
け
労
働
組
合
・
協
同
組
合
に

出
来
る
役
割
を
考
え
る
」
と
し
、
報
告

等
の
す
べ
て
が
震
災
支
援
に
関
す
る
も

の
で
し
た
。

　

集
会
は
冒
頭
、
遠
藤
副
会
長
に
よ
る

主
催
者
挨
拶
の
中
で
、
震
災
に
よ
る
犠

牲
者
へ
の
慰
霊
と
、
６
月
４
日
に
急
逝

さ
れ
た
笹
森
会
長
へ
の
弔
意
を
込
め
黙

祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

特
別
報
告
Ⅰ
は
「
東
日
本
大
震
災
発

生
か
ら
の
支
援
」
と
し
て
、
日
本
生
協

連
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
の
各

代
表
か
ら
、
特
別
報
告
Ⅱ
は
「
大
震
災

発
生
後
の
事
業
団
体
の
取
組
み
」
と
し

て
、
全
労
済
、
労
働
者
協
同
組
合
連
合

会
、
労
金
協
会
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　

生
協
は
募
金
活
動
や
物
資
・
燃
料
の

供
給
支
援
な
ど
、
全
労
済
は
自
然
災
害

共
済
・
災
害
死
亡
共
済
金
等
の
全
額
支

払
い
、
掛
金
払
込
の
猶
予
な
ど
、
労
金

は
返
済
遅
延
に
係
わ
る
利
息
の
免
除
、

金
利
の
減
免
、
被
災
者
へ
の
低
利
特

別
融
資
な
ど
、
各
事
業
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
の
業
態
に
よ
る
様
々
な
取
り
組
み
を

行
い
、
ま
さ
に
、
福
祉
の
基
本
は
「
共

助
」「
助
け
合
い
」
に
あ
る
と
い
う
こ

と
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、
千
葉
県
野
田
市
の
根
本

崇
市
長
か
ら
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト

シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
と
今
後
の
課
題
」

に
つ
い
て
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
野
田

市
の
き
め
細
か
な
対
策
を
お
聞
き
し
、

連
合
の
小
島
総
合
政
策
局
長
か
ら
「
災

害
復
興
・
再
生
」
達
成
で
「
働
く
こ
と

を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
を
実
現
す
る

連
合
の
政
策
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
ま
し
た
。
続
い
て
、「
大
震

災
が
我
々
に
突
き
つ
け
た
も
の
は
何

か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
哲
学
者
で
あ

る
立
教
大
学
教
授
・
内
山
節
氏
か
ら
基

調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
氏
は
、
い
ま

こ
そ
絆
の
み
つ
け
直
し
と
他
者
の
た
め

に
生
き
る
時
代
に
、
と
の
思
い
を
述
べ

ら
れ
、
最
後
に
高
橋
事
務
局
長
の
ま
と

め
で
閉
会
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
全
国
か
ら
２
４
５
名
、
京

都
か
ら
は
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

綾
部

　

５
月
20
日
（
金
）、
綾
部
市
の
Ｉ
Ｔ
ビ

ル
に
於
い
て
、
来
賓
に
京
都
府
中
丹
広
域

振
興
局
・
新
見
商
工
労
働
観
光
室
長
、
連

合
綾
部
地
協
・
田
中
議
長
、
京
都
労
福
協
・

稲
葉
事
務
局
長
を
迎
え
、
第
31
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
こ
れ
ま

で
は
６
月
締
め
で
８
月
頃
の
開
催
で
し
た

が
、
今
年
度
か
ら
会
計
年
度
の
統
一
化
に

と
も
な
い
、
３
ヶ
月
早
め
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

議
案
は
各
報
告
案
件
が
承
認
さ
れ
た

後
、
例
年
同
様
の
活
動
に
加
え
、
今
年
度

に
結
成
40
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
40
周
年

記
念
行
事
の
開
催
や
、
東
日
本
大
震
災
へ

の
義
援
金
寄
付
を
盛
り
込
ん
だ
活
動
方
針

案
と
予
算
案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
荻
野
修
也
会
長
が
勇
退

さ
れ
、
新
会
長
に
は
同
じ
日
東
労
組
か
ら

谷
口
茂
史
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
津

　

６
月
10
日
（
金
）、
み
や
づ
歴
史
の
館

に
於
い
て
、
来
賓
に
京
都
労
福
協
・
稲
葉

事
務
局
長
を
迎
え
第
40
回
定
期
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
宮
津
も
総
会
は
こ
れ
ま

で
９
月
締
め
で
11
月
の
開
催
で
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
半
年
近
く
早
め
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
代
表
者
会
議
」

か
ら
「
総
会
」
に
改
め
て
、
初
の
総
会
で

も
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
は
各
報
告
案
件
が
承
認
さ
れ
た

後
、
例
年
同
様
の
活
動
に
加
え
、
40
周
年

記
念
行
事
の
開
催
や
、
丹
後
地
区
と
の
連

携
強
化
を
盛
り
込
ん
だ
活
動
方
針
案
・
予

算
案
が
採
択
さ
れ
、
役
員
体
制
に
つ
い
て

も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
鶴

　

６
月
10
日
（
金
）、
舞
鶴
勤
労
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
来
賓
に
京
都
府
中

丹
広
域
振
興
局
・
小
中
農
林
商
工
部
長
、

舞
鶴
市
・
多
々
見
市
長
、
京
都
労
福
協
・

細
田
会
長
、
他
に
舞
鶴
市
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
、
各
事
業
団
体
代
表
を
迎
え
、
第
47

回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
第
１
号
議
案
に
「
平
成
22
年

度
事
業
報
告
及
び
決
算
承
認
の
件
」、
第

２
号
「
23
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

の
件
」、
第
３
号
「
借
入
限
度
額
承
認
の

件
」、第
４
号
「
役
員
改
選
」
の
各
案
件
で
、

第
１
号
か
ら
３
号
ま
で
他
の
地
区
と
は
異

な
る
内
容
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
舞
鶴

が
京
都
府
内
で
も
唯
一
、
事
業
を
運
営
し

て
い
る
証
し
で
す
。

　

特
に
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
な
ど
は
、
震
災

後
の
自
粛
キ
ャ
ン
セ
ル
も
加
わ
っ
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
本
年
度
も
各
構

成
組
織
の
皆
様
に
絶
大
な
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
総
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

乙
訓

　

６
月
22
日(

水)

、
近
畿
労
働
金
庫
長

岡
支
店
に
於
い
て
、
来
賓
に
京
都
労
福
協
・

近
畿
労
金
・
全
労
済
・
連
合
乙
訓
地
協
・

乙
訓
地
労
協
の
各
代
表
を
迎
え
、
第
36
回

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
乙
訓
も

総
会
は
こ
れ
ま
で
会
計
年
度
が
９
月
締
め

で
10
月
の
総
会
開
催
で
し
た
が
、
今
年
は

４
ヶ
月
ほ
ど
早
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

議
案
は
各
報
告
案
件
が
承
認
さ
れ
た

後
、
新
年
度
の
活
動
方
針
案
・
予
算
案
・

役
員
体
制
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
乙
訓
地
区
の
特
徴
的
な
活
動

で
あ
る
、
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
「
ピ
ロ
テ
ィ
乙
訓
」
と
の
連

携
・
協
力
、
障
が
い
者
施
設
な
ど
へ
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
設
置
に
向
け
た
助
成
、
ふ
れ
あ
い
預

金
「
き
ず
な
」
の
拡
大
を
通
じ
た
地
域
福

祉
へ
の
貢
献
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
。
ま
た
、
当
協
議
会
の
福
祉
基
金

の
一
部
を
「
近
畿
労
金 

東
日
本
大
震
災 

復
興
支
援
定
期
預
金
」
に
預
け
替
え
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
支

援
と
す
る
こ
と
、
35
周
年
記
念
行
事
を
今

秋
に
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
総
会
を
終

え
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
度　

全
国
研
究
集
会
開
催

地
区
労
福
協
の
総
会
報
告

　

南
山
城

　

６
月
５
日
（
日
）、
兵
庫
県
淡
路
市
の

北
淡
震
災
記
念
公
園
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に

於
い
て
、
第
20
回
定
期
総
会
・
第
32
回
福

祉
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、

２
０
１
０
年
度
活
動
報
告
等
、
２
０
１
１

年
度
活
動
方
針
案
、
予
算
案
、
新
役
員
体

制
を
満
場
一
致
で
決
定
し
終
了
し
た
後
、

福
祉
研
修
へ
と
移
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
例
年
同
様
第
一
部
で
は
、 

全
労
済
、
エ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
、
労
働
金
庫

の
各
福
祉
事
業
団
体
よ
り
、
現
状
の
報
告

と
取
り
組
み
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、今
回
の
目
的
で
あ
る
「
震

災
体
験
に
学
ぶ
」
趣
旨
で
、
震
災
の
語
り

べ
の
城
本
正
守
さ
ん
か
ら
、
１
９
９
５
年

１
月
17
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
兵
庫

県
南
部
地
震
）
の
体
験
談
を
お
聞
き
ま
し

た
。「
油
断
大
敵
」「
用
意
周
到
」「
臨
機

応
変
」「
自
立
連
携
」
の
四
箇
条
に
整
理

さ
れ
、
当
時
の
様
子
や
今
後
の
備
え
・
心

構
え
な
ど
お
聞
き
し
、
有
意
義
な
研
修
会

で
し
た
。
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各地区の会長（舞鶴のみ理事長）・事務局長一覧

丹　後
後藤　義邦（連合たんご）再

近江　裕之（丹　労　連）再

宮　津
泉　　勝之（連合たんご）再

藤原　節夫（宮津地労協）再

舞　鶴
圡本　健市（ユニバーサル造船）再

藤原　達雄（日立造船）　再

福知山
佐藤　　健（連合福知山）

三ツ池典文（長田野連協）

綾　部
谷口　茂史（日東労組）　新

小室　　誠（綾部トーヨーゴム）再

口　丹
俣野　健二（京阪京バス）

中井　義人（ニチコン亀岡）

乙　訓
井上　治夫（乙訓教組）　再

大西　芳秀（パナソニック半導体）再

　南　
角村　国春（京　水　労）新

青山　　勲（ＪＡＭジーエス・ユアサ）再

伏　見
坪川　隆通（京阪バス）　再

黒田　賢一（モリタ労組）再

南山城
辻井　應男（ＰＥＤ労組宇治支部）再

山田　良尚（ユニチカ労組宇治）再

　

南

　

６
月
22
日(

水)

、
京
都
駅
前
の
メ
ル

パ
ル
ク
京
都
に
於
い
て
、
来
賓
に
京
都
労

福
協
か
ら
西
村
副
会
長
を
迎
え
、
第
21
回

（
通
算
57
回
）
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

議
案
は
各
報
告
案
件
が
承
認
さ
れ
た

後
、
新
年
度
の
運
動
方
針
案
・
予
算
案
・

役
員
改
選
に
つ
い
て
満
場
一
致
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
改
選
で
は
、
既
に
幹
事

会
で
松
田
國
広
前
会
長
か
ら
角
村
国
春
会

長
（
と
も
に
京
都
市
水
道
労
組
）
へ
の
途

中
交
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
角
村
新
会
長

と
し
て
総
会
で
は
初
の
選
出
で
し
た
。
南

地
区
の
運
動
の
重
点
は
、
数
少
な
い
市
内

地
区
労
福
協
と
し
て
、
京
都
労
福
協
の
諸

活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
と
行
政
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
と
の
連
携
強
化
に
お
か

れ
、
引
き
続
き
、
南
区
長
へ
の
独
自
要
請

行
動
や
、
社
協
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
の

寄
付
、
ま
た
社
協
か
ら
の
要
請
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
な
ど
、
継
続
・
強
化
し

て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
最
後
に
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
総
会
宣

言
が
採
択
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。
な
お
、

総
会
終
了
後
に
被
災
障
が
い
者
支
援
「
ゆ

め
風
基
金
」
の
募
金
が
呼
び
か
け
ら
れ
、

１
４
，
０
０
０
円
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

丹
後

 
 

６
月
24
日(

金)

、
京
丹
後
市
峰
山
町

の
ホ
テ
ル
吉
翠
苑
に
於
い
て
、
来
賓
に
京

都
府
丹
後
広
域
振
興
局
・
中
村
農
林
商
工

部
長
、
宮
津
地
区
労
福
協
・
藤
原
事
務
局

長
、
全
労
済
京
都
府
本
部
北
部
支
所
・
宇

津
支
所
長
を
迎
え
、
第
11
回
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

総
会
で
は
、
２
０
１
０
年
度
活
動
報
告

お
よ
び
会
計
な
ら
び
に
会
計
監
査
報
告
、

２
０
１
１
年
度
活
動
方
針
案
お
よ
び
予
算

案
、
２
０
１
１
年
度
役
員
の
す
べ
て
の
議

案
が
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

２
０
１
１
年
度
は
、
例
年
通
り
の
自
治

体
要
請
行
動
や
健
康
福
祉
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
な
ど
の
文
化
・
体
育
事
業
活
動
に
加
え
、

宮
津
地
区
労
福
協
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強

化
、
ろ
う
き
ん
「
ふ
れ
愛
預
金
き
ず
な
」

や
全
労
済
各
種
共
済
の
加
入
促
進
、
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

伏
見

　

６
月
25
日(

土)

、
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
山
科

に
於
い
て
、
来
賓
に
京
都
労
福
協
・
稲
葉

事
務
局
長
を
迎
え
、
第
35
回
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
伏
見
も
こ
れ
ま
で
会

計
年
度
は
９
月
締
め
で
総
会
は
11
月
頃
の

開
催
で
し
た
が
、
京
都
労
福
協
の
総
会
時

期
統
一
化
方
針
に
合
わ
せ
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
０
年
度
活
動
報
告

及
び
会
計
・
会
計
監
査
報
告
、
全
労
済
・

労
働
金
庫
の
事
業
団
体
報
告
を
行
い
、
続

い
て
、
２
０
１
１
年
度
活
動
方
針
案
・
予

算
案
・
役
員
体
制
の
す
べ
て
の
議
案
が
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 
 

２
０
１
１
年
度
の
活
動
は
、
地
域
に
労

福
協
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
「
愛
の
傘
」
の
設
置
拡

大
や
、
こ
の
４
年
間
中
断
し
て
い
た
フ
ァ

ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
ろ
う
き
ん
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
定
期
「
サ
ポ
ー
ト

Ｖ
」
の
結
集
や
全
労
済
「
自
然
災
害
共
済
」

の
加
入
促
進
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
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